ベン　ブルベン　ノ　フモト　ニ　ヤドル　オモカゲ　コダイ　アイルランド　シュウドウソウ　アイルランド　ジュンレイテキ　シコウ　オボエガキ2 by 木原, 誠 et al.
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だ。……もし私が A. D. 400年の時代に生きていたならば、彼らの一人になることを願ったであ
ろう。まことの情熱をもったキリスト教徒、冒険家になることを。だが、今の私は1934年に生き
ており、かのキリスト教徒の冒険はすでに終わりを告げている。私たちは身を新たにし、神へと
向かう新しい冒険を始めなければならない。 ……D. H. ロレンス「手紙」（1934年）より
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(“A Stick of Incense”, The Poems, p.388.）
この詩にかぎらず、中期以降のイェイツ詩は疑問文が多用される作品が多いことからも分かるとおり
（“A Nativity”、1938年もその一例）、詩自体がおのずからひとつの謎かけとして提示される場合が少なく








Celtic Twilight, The Secret Rose, “Rosa Alchemica”, “Tables of the Law”, “The Adoration of the Mage”,







類似する名をもつオーエン・ハンラハン（“Stories of Red Hanrahan”）、さすらいの老隠修士、すなわち














































（“General Introduction”II,Essays and Introductions, pp. 513-4.）
そしてまさにこの「主題」、すなわちこの散文のなかで「聖パトリック」に体現されている「ドルイド/キ




















































生じる関係性、すなわち詩の「第一原理」（ʻthe first principleʼ、“General Introduction”I）に起因している
ものにかぎり記すに価するものとなる。換言すれば、歴史の表層に現れるものは、“Under Ben Bulben”で
用いられている表現を借りれば、二つの永遠の間に刻印された「証/しるし」（ʻproof ʼ）をもっている事象
や人物、すなわち「悲劇の相」(ʻout of its tragedyʼ)を有する場合にかぎり、明示されているのである。し
｢ベン・ブルベンの麓」に宿る面影 古代アイルランド修道僧
















































































































らないというこの信仰をもっているのである。 ……W. B. イェイツ「もしも私が24歳だったら」
1
ドラムクリフの教会の墓地にW. B. イェイツ（W. B. Yeats）は静かに眠っている。教会の名は「聖コロ












天下分け目の決戦、かの「クール・ドゥレムネの決戦」（ʻThe Battle of Cuil Dreimneʼ *561年、通称「書
























Under bare Ben Bulben's head
In Drumcliff churchyard Yeats is laid,
An ancestor was rector there
Long years ago; a church stands near,
By the road an ancient cross.
No marble, no conventional phrase,
On limestone quarried near the spot
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By his command these words are cut :
Cast a cold eye




















































tetrameter）、Macbethのケルトの魔女たちが唱えたあの呪文（“Eye of newt and toe of frog”Macbeth IV, i
14など）に用いられたリズムと同一のものである（The Poems, p.808参照）。だが同時に、それは半ば戯
けた童謡のリズムと同一のもの（trochaic tetrameter）でもあるからだ（たとえば、「大きな栗の木の下
で」にみられる“Under the Spreading chestnut tree/ Where I hold you upon my knee……”にみられる童謡
のリズムを想起したい）。このゆえに鎮魂歌を吟じるその声は、同時に悲劇の人である「ハムレットやリ
アのように陽気」（ʻThey know that Hamlet and Lear are gayʼ, “Lapis Lazuli”, The Poems, p.341）な一面、
及びそれを表すに相応しい童謡のリズムをもっているのである−「安酒煽る酔っ払いの猥雑な笑いを歌え






























Irish poets, learn your trade,
Sing whatever is well made,
Scorn the sort now growing up
All out of shape from toe to top,
Their unremembering hearts and heads
Base-born products of base beds.
Sing the peasantry, and then
Hard-riding country gentlemen,
The holiness of monks, and after
Porter-drinkers' randy laughter ;
Sing the lords and ladies gay
That were beaten into the clay
Through seven heroic centuries ;
Cast your mind on other days
That we in coming days may be
Still the indomitable Irishry.
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Many times man lives and dies
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Between his two eternities,
That of race and that of soul,
And ancient Ireland knew it all.
Whether man dies in his bed
Or the rifle knocks him dead,
A brief parting from those dear
Is the worst man has to fear.
Though grave-diggers' toil is long,
Sharp their spades, their muscle strong,
They but thrust their buried men
Back in the human mind again.
（The Poems, pp. 373-4.）
IIはおのずから“Man and the Echo”第 1連を念頭において読むように詩人から予め促されているようにみ
える。いずれの詩も銃殺刑に処せられたアイルランド蜂起の14名の革命家たちの姿が強く示唆されている
からである。ただし、この者たちに対峙する詩人の立場は、二つの詩において対照的なものがある。
“Man and the Echo”においては、この者たちに対し、詩人は大いに責任を感じ、自己呵責に悶え苦しんで






詩人の声は“Man and the Echo”の詩人の声と完全に齟齬が生じてしまっているために、詩人の声は不誠実
である（“Man and the Echo”の告白は偽証であったのか？）との誹りを免れまい。むろん、その批判は妥
当なものではない。このことは二つの詩を間テキストに置いてもう一度読み返してみれば、明らかとなる
だろう。“Man and the Echo”において生者である詩人の生身の声は、エコーに対してʻLie down and dieʼ
「ぶっ倒れて死ぬのか」と問い、これに対しエコーはʻLie down and dieʼ 「ぶっ倒れて死ぬのだ」という託














る。“Man and the Echo”第 1連では「短剣」（ʻbodkinʼ）に暗示されているように、Hamlet中の「（Xが）
存在するのかしないのか、それが問題である」（ʻTo be, or not to be:that is the questionʼ）に始まる夢を巡


























































































によれば、リブは「聖パトリックとアシーンの結合」されたイメージであるという。The Poems, p. 760参
照）。
それでは、ここでの聖パトリックに対するリブの非難をどうみればよいのだろうか。鍵は冒頭に表れる






































































イェイツ（“The Philosophy of Shellyʼs Poetry”）によれば、「蜜蜂」に喩えられる「アトラスの魔女（の
魂）」が船出し回帰する場所は「蜜蜂の巣」（“beehive”）に喩えられる「冷たく」「（蜂蜜のように）甘美」
なる「地上」であるという。つまりアトラスの魔女の住処、「（洞窟にある石造りの混ぜ鉢のなかの）蜜蜂
の巣」(ʻThe beehive in the mixing bowls and jars of stoneʼ)はその魂が出航する港＝墓であるとともに帰還
する港＝子宮ということになる。この場合、「冷」（ʻcoldʼ）が意味するものは「この世に生命を生じさせ
る」甘美なる蜂蜜の状態＝「地上」のことである。一方、「熱」（ʻheatʼ）は「神々の間に生命を生じさせ
る」浄化された魂が昇る完成体の状態＝天上を指すのだという（“The Philosophy of Shelly ʼs Poetry”,
Essays and Introductions, pp. 82-4参照）。
したがってʻcoldʼに「冷徹さ」の意はまったく含まれていないことは明らかである。イェイツにとって、
（天上ではなく）地上における理想的な生は「ベン・ブルベンの冬の暁」（“Under Ben Bulben”I）のよう
に「冷たく熱い ʻcold and passionate ʼ(“Fisherman”)」ものとして捉えられているからである（“The
Fishman”における詩人の心情がこの碑文にも当てはまることは、削除された以下の碑文の詩行からも明
らかである―ʻI may seem, though I die out,/A foolish, passionate man ?ʼ）。
このことを踏まえるならば、碑文は次のように裏書きされていることになるだろう―「甘美なる（熱き
冷たき）眼を投げかけよ、生と死に/蜜蜂よ、来りて 過ぎよ。」（ʻCast a sweet < passionate cold > eye/
On life, on death./ Honey bees, come in, pass by.ʼ）
これはまさに、ヒーニーが「模範たりえるイェイツの詩」の典型詩として挙げる“Meditation in Time of
Civil War”(VI-“The Stareʼs Nest by my Window”）と同じ意味の別の表現といっても過言ではあるまい―
「あー蜜蜂よ、ムクドリの古巣に来りて 巣を作れ。」（ʻO honey-bees,/ Come built in the empty house of
stare.ʼ※削除された以下の詩文にも注目―ʻTimeless manʼs this honey bee.ʼ）
















す。 (“The God in theTree”, Preoccupations, p.189. *は拙論者による。)
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られており、イェイツもこの事情を十分承知していたことは明らかである。“The Lake of Isle of
Innishfree”がその根拠となるだろう―「イニスフリーの小島に小さな小屋を建てよう。土と小枝で編んだ



















Swear by what the Sages spoke
Round the Mareotic Lake
That the Witch of Atlas knew,
Spoke and set the cocks a-crow.
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いるか？」（ʻThe lion and the honeycomb,what has Scripture said?ʼThe Poems, p. 303.）つまり、ʻwhat the












“Vacillation”に表れるʻBetween extremities/ Man runs his courseʼ（「両極の間を人はその道程を走る」）に
対して、“Under Ben Bulben”ではこれに類似する表現を用いてʻMany times man lives and dies,/ Between



































（“knew, spoke and set the cocks a-crow.”）ことになるのである。新約者とは、旧約者が自らの行動に
よってその意味を知らぬままに示したもの、そのすべてを預言（未来の予表＝予徴）と解し、その成就を
もって新しい時の発生であると理解し（＝「知り」）、その良き訪れを告げ知らせる（＝「語る」）者の謂
いにほかならないからである（The King of the Great Clock Towerにおける以下の詩文にも注意したい―





































You that Mitchel's prayer have heard
Send war in our time, O Lord!'
Know that when all words are said
And a man is fighting mad,
Something drops from eyes long blind
He completes his partial mind,
For an instant stands at ease,
Laughs aloud, his heart at peace,
Even the wisest man grows tense
With some sort of violence
Before he can accomplish fate
Know his work or choose his mate.




































ある―「ある種の暴力性を帯び（ʻwith some sort of violenceʼ）、衝動に任せて事を起こすことで自己にか
けられた呪いの運命それ自体を意味する謎かけを思いつき、敵のまえで「大声で笑い」(ʻLaughs aloudʼ)
「大言壮語」(ʻall words are saidʼ)したものの、恋人（ʻmateʼ）に裏切られ盲目（ʻblindʼ）にされ、くつろい
で立って（ʻstand at easeʼ）いられず鎖に縛られたまま柱のまえで見世物として立たされ、自身の士業が
何であるかを知る(ʻknow his workʼ)こともなく、自らの運命を全うした（ʻaccomplish fateʼ）ものの、配慮
選び（ʻchoose his mateʼ）に失敗した者、それは誰であるか？」という謎かけである。もはやその答えは




ク ル デ ィ
77
巣」の謎かけを問い、デリラの裏切りによりその答えが漏れてしまったため、彼らがいっせいに正解を述

























































































さっき見た幻のことだが、あれは本物の幽霊だったのだ。」（ʻYes, by Saint Patrick, but there is, Horatio,/



























































となるだろう―「誓え マリオティス湖のほとりの聖者たちが語った言葉にかけて」（ʻSwear by what the













































え」（ʻSwear by those horsemen, those womenʼ）。すなわち騎馬の男女たちの証言が最初に呼びだされた
聖者の口をとおして証言されているということになる。つまり先のハムレットのセリフと同様に、二重の
憑依、「二重の幻」という現象がここで起こっているわけである。そうでなければ、彼らの証言は「証拠」
























Swear by those horsemen, by those women,
Complexion and form prove superhuman,
That pale, long visaged company
That airs an immortality
Completeness of their passions won ;
Now they ride the wintry dawn
Where Ben Bulben sets the scene.
Here's the gist of what they mean.






























































に育った魔物どもが、二人の運命を宣告したのです。」(ʻWhen we died there was no inviolate world about
us, the demons of the battle and bitterness pronounced our doom.ʼ *初版に表れるこの部分はMythologies


















































































































冒頭のʻSwear byʼは HamletのʻBy saint patrickʼを念頭に記されているとみることができるからである。こ
の点については、以下のように根拠づけることができるだろう（先述したようにこの詩の IIは Hamlet
の墓掘人夫の描写を念頭において記されたものであるが、最晩年のイェイツは“Lapis Lazuli”、“Statues”、
“Man and the Echo”など、Hamletを意識的に自身の作品に取り入れている点にも注意を向けたい）。
Daniel Albrightも指摘しているように、散文“On the Boiler”を知る一部の読者にとって、この詩にはど














































































































































る地点をこの十字架は象徴していることになるだろう（“Certain Noble Plays of Japan”, Essays and
Introductions, pp. 221-237参照）。この同じ＜依り代のしるし＞は、この詩（1939）とほぼ同時期に書かれ




































（先述した“The Old Stone Cross”や“The SpiritMedium”からも分かるとおり）、最晩年のイェイツが高十字
架を含めアイルランド固有の墓石のイメージに強い関心を示している点を挙げることができる（The
Poems, pp. 364-5.）。イェイツの最後の詩（死の直前に書かれた詩）“The Black Tower”に表れる塔が「黒
い塔」という名の巨大な墓石と化していることもこの文脈において説明可能である（後述）。さらにこの
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Poet and sculptor do the work
Nor let the modish painter shirk
What his great forefathers did,
Bring the soul of man to God,
Make him fill the cradles right.
Measurement began our might :
Forms a stark Egyptian thought,
Forms that gentler Phidias wrought.
Michael Angelo left a proof
On the Sistine Chapel roof,
Where but half-awakened Adam
Can disturb globe-trotting Madam
Till her bowels are in heat,
木 原 誠92
Proof that there's a purpose set
Before the secret working mind :
Profane perfection of mankind.





























































Walter Pater が The Renaissance（この連に表れる「アダム」の描写は明らかに The Renaissance :
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Whence did all that fury come,
From empty tomb or Virgin womb?
Saint Joseph thought the world would melt
But liked the way his finger smelt.
















































































シュ/……」（ʻPythagoras planned it. Why did the people stare?/……/ We Irish, born into that ancient sectʼ
/…… “Statues”, The Poems, p. 384.）。
イェイツがかかるクルディの大いなる伝統をたえず念頭において作品を書いていたことは、たとえば戯
曲Where there is Nothingの主人公の名が隠修士・聖パウロに因んで「パウロ」（ʻPaulʼ）となっているこ
とからも一部理解されるだろう。





















































































（Essays and Introductions, p. 431.）
(*「鳥たちのなかに完全なものが一羽、魚のなかで完全なものが一匹、人間たちのなかで完全なものが
一人いるのだ」という表現は、“General Introduction”にもみられ、そこではこの表現は「聖パトリック




































































ンド自然詩」（“God in the Tree : Early Irish Nature Poetry”）において、「ベン・ブルベン賛歌」を聖パト
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が家系の顛末の話が聞き届くどこかにおられるならば……。」（『責任』の「序詩」 The Poems, p. 148.）。





















がなおも不屈のアイルランド人であるために。」（ʻCast your mind on other days/That we in coming days



























ク ル デ ィ
103
15































Quattrocento put in paint,
On backgrounds for a God or Saint,
Gardens where a soul's at ease ;
Where everything that meets the eye
木 原 誠104
Flowers and grass and cloudless sky
Resemble forms that are, or seem
When sleepers wake and yet still dream,
And when it's vanished still declare,
With only bed and bedstead there,
That Heavens had opened.
Gyres run on ;
When that greater dream had gone
Calvert and Wilson, Blake and Claude
Prepared a rest for the people of God,
Palmer's phrase, but after that
Confusion fell upon our thought.






































Riddled with light. Ah! when the ghost begins to quicken,
Confusion of the death-bed over, is it sent
Out naked on the roads, as the books say, and stricken
By the injustice of the skies for punishment?ʼ




































ところで、「宗教的ドン・キホーテ」という名前は、先述したように戯曲Where there is Nothingの主













































ツが所有するソール・バリリー塔（ʻThoor Ballyleeʼ）であると理解されているようである（The Poems, p.
378-9参照）。Albrightも“The Tower”IIの ll. 70-2に表れる「荒れくれた兵士たちのイメージ」を根拠に、
この詩に表れる塔のイメージをバリリー塔に求めているようである（The Poems, p. 814参照）。だが、




























隠修士たちが「海岸線沿いから（攻め）上ってくる風」―ʻBut winds come up from the shoreʼ―のごとき
敵軍やヴァイキングたちから身を守るために「立て籠もる」塔としてまず想起されるのはラウンド・タ


























































































































































































































































は原罪以外いかなるテーマをもちえたというのか。」（“The Heart : What theme had Homer but original


















うに促しただろう。 (“If Iwere Four-and-Twenty”,Explorations, p. 267. *（）の部分は筆者による)
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じた「自己呵責」からの贖いを求め孤独な精神的巡礼を行うこと、それが真の目的であったと考えられ







Gonne）の娘、イゾルト・ゴーン（Iseult Gonne）である。“Stream and Sun at Glendalough”が書かれたの
が1932年 6月23日、この手紙が書かれたのがそのわずか一週間後の 6月30日であるという事実は、この解
釈の妥当性を裏づけるものである。



























たのに、ある日 その友は私の心の奥をのぞき あなたの面影がそこにあるのをみて 涙ぐんだまま立ち
木 原 誠118




























のまま“Stream and Sun at Glendalough”のテーマとなっているのである。すなわち騎馬の人アシーン/
イェイツの極に対峙する他方の極に聖ケヴィン/聖パトリックを、異界の楽園＝ティル・ナ・ノーグに対
峙する現世の聖なる巡礼地＝煉獄をグレンダロッホに置き、この二つの極の間で「呵責」し「動揺」する
詩人の心の有り様、それが“Stream and Sun at Glendalough”、ひいては“Vacillation”の「唯一のテーマ」で
あるとみることができるのである。






ケヴィンに請おうとする教えは、The Wanderings of Oisinのなかで聖パトリックがアシーンに語ったか
の一喝のセリフ、それと同種のものであったに違いない。The Wanderings of Oisinに表れるアシーンの
ゲッサは、イェイツ自身の運命の予言＝ゲッサでもあったからである―「それゆえ、板石が擦り切れるま
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で祈れ。若さと無神がもとで魔性の女の愛の虜になり、あるいは情念の時代のために迷子となった汝の魂





































Lake Isle of Innisfree”である（*イェイツはこの詩の草稿を彼女に宛てた手紙に送付し、手紙には詩に寄
木 原 誠120
せる彼自身の想いを細かく綴っている。ちなみに、イェイツの小説 John Sharmanの主人公シャーマンの



























































































































































































































































2 W. B. Yeats The Poems, ed. Daniel Albright (London : Everymanʼs Library, 1992), p. 373. 以後、イェイツの詩全集からの
引用はこの版のものを用い、The Poemsと略式で記したうえで、本文中にその頁数を示す。なお、この版からの邦訳は私
訳による。
3 W. B. Yeats, Mythologies (London :Macmillan, 1961）参照。ここからの以後の引用はMythologiesと記し本文中に頁数を
記す。なお、この版からの邦訳は私訳による。




6 W. B. Yeats, Essays and Introductions (London : Macmillan, 1961), p. 510参照。ここからの以後の引用は Essays and
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Introductionsと記し本文中に頁数を記す。なお、この版からの邦訳は私訳による。
7 W. B. Yeats, A Vision (London : Macmillan, 1937), pp. 219-40参照。
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